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MDGsの達成状況の評価 

• 2002年からUNSDは、提携機関
から提供された数値データに基づ
き、MDGsの達成状況を評価して
きた。 

 

• 10度目となる2014年の当報告は、 

UNSDの最新のデータを用いて、
地域レベルと世界レベルの達成
状況を評価する。  

 

• この最新の報告は、2014年7月7

日に、 国連事務総長によりニュー
ヨークにて公開される。 
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どのように達成状況を評価するのか?  

 この年次報告は、MDGs指標に関わる機関・専門
家グループ（IAEG）のメンバーによる共同プロジェ
クトとして作成されている。 

 

 28の国際・地域機関が、それぞれが専門とする分
野の知見に基づき、データや分析を提供している。 

 

 このグループには、各国の統計局やその他の地
域・地区組織の代表も参加している。 
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それぞれのMDGs指標のために, それぞれの機関(あるいは協働する複数の機関)はデータ・メタデータ
の提供と、リサーチ手法の発展を主導する責任を負う。 
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ミレニアム開発目標 (MDGs) 

目標1: 極度の貧困と飢餓の撲滅 

目標2: 普遍的な初等教育の達成 

目標3: ジェンダーの平等の推進と女性の地位向上 

目標4: 幼児死亡率の引き下げ  

目標5: 妊産婦の健康状態の改善 

目標6: HIV／エイズ、マラリア、その他の疾病のまん延防止 

目標7: 環境の持続可能性の確保 

目標8: 開発のためのグローバル・パートナーシップの構築 



2014年次報告: 進展と不足点 

 いくつかの目標は既に達成済み、もしくは2015年
の期限までに達成される。 

 しかしながら、設定された目標を達成するために
は、さらなる努力が求められる。   

 2015年までの目標達成に向け、今が最後の追い
上げの時である。 

 MDGs達成のための進展を続けることは、ポスト
2015開発アジェンダの基礎作りにもつながる。 



MDGsを達成することは、人々の命を救うことである 

• 17,000人の子どもの命が毎日救われている。 

•妊産婦の死亡率は45%減少した。 

• 660万人の命が、HIV感染者のための抗レトロウ
イルス療法によって救われた。 

• 330万人がマラリアによる死から免れた。 

• 220万人の命が結核の脅威から救われた。  



いくつかの目標は既に達成済み 
  



目標1: 極度の貧困と飢餓の撲滅 

• 2010年には、開発途上地
域の22％の人々が、1日
1.25ドル未満で生活して
いた – 1990年からほぼ半
減。 

• 1990年と比べ、2010年に
は、極度の貧困状態で生
活する人々の数が7億人
減少している。  

47% 

22% 24% 
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1日1.25ドル未満で生活する人々の割合 

ターゲット 1.A 

1990 年から 2015 年の間に 1 日 1 ドル未満で生活する人々の割合を半減させる  



目標3: ジェンダーの平等の推進と女性の地位向上 

• 2012年までに、初等教育における
男女比の平等を、全ての開発途上
地域で達成、もしくは達成間近で
あった。  

 

• 教育の全課程にわたる、就学率の
男女平等へ向けた、実質的な成果
の達成。 

 

ターゲット 

できれば 2005 年までに初等・中等教育において、2015 年までにすべての教
育レベルで、男女格差を解消する。  

達成 
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目標7: 環境の持続可能性の確保 

• 改良水源を利用できる人々の割合
は、1990年の76%から、2012年に
は89％へと上昇した。 

 

• 1990年から2012年までに、23億
人以上の人々が改良飲料水源を
利用できるようになった。 

ターゲット 7.C 
2015年までに、安全な飲料水と衛生施設を継続的に利用できない人々の割
合を半減させる。 

2010年ま
でに達成 
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現在の傾向が続けば達成可能な
目標 
  



目標1: 極度の貧困と飢餓の撲滅 

• 1990-1992年の24％から、
2011-2013年の14％まで、
栄養不良の人々の割合は減
少した。 

 

• 飢餓の削減目標は、達成目
前のところまできているが、
即時の追加的な努力を要す
る。  

ターゲット 1.C 

1990 年から 2015 年までに、飢餓に
苦しむ人々の割合を半減させる。  

開発途上地域における栄養不良
の人々の割合、1990年から2013

年 (パーセント) 



目標3: ジェンダーの平等の推進と女性の地位
向上 

• 女性の政治参加は、増加し
続けている。 

 

• 46の国で、女性議員は国会
議員の30％以上を占める。
(2014年1月時点) 

 

• より多くの女性が官僚級、
大臣級ポストに就いている。 
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女性の国会議員 



目標6: HIV／エイズ、マラリア、その他の疾病の
まん延防止 

• 2000年から2012年の間に、
マラリア対策の大幅な拡大
により、およそ330万人の
人々がマラリアによる死を
免れた。 

• そのうちの90％にあたる
300万人の人々は、サハラ
以南のアフリカに暮らす5歳
未満の子どもたちだった。 

ターゲット 6.C 

2015 年までに、マラリアその他の主要な疾病の発生を阻止し、その後、
発生率を下げる。  
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目標6: HIV／エイズ、マラリア、その他の疾病の
まん延防止 

• HIV感染者らのための抗レトロウイル
ス療法は劇的に普及しており、2012年
には発展途上地域の合計950万人も
の人々が治療を受けることができた。 

• 抗レトロウイルス療法は、1995年以来、
660万人もの人々の命を救ってきた。 

• 治療の普及により、さらに多くの人々を
救うことができる。  

ターゲット 

2010 年までに、必要とするすべての
人々は誰もがHIV／エイズの治療を受
けられるようにする。 



さらなる努力が求められる 

残りの目標 
  



目標1: 極度の貧困と飢餓の撲滅 

• 幼い子どもたちの間の慢性的な栄養
不良は減少したが、 4人に1人の子
どもはまだその状況下にある。  

 

• 2012年には、5歳未満の子どもの
25％が発育阻害の兆候を示してい
るとされた ― これは40％の子ども
が発育阻害を示していた1990年の
レベルから大きな改善である。 

 

• しかしながら、1億6200万人もの幼
い子どもたちが、未だに慢性的な栄
養不良に苦しんでいるという事実は、
容認できないものである。 
 

ターゲット 1.C 

1990 年から 2015 年までに、飢餓に
苦しむ人々の割合を半減させる。  



目標2: 普遍的な初等教育の達成 

• 開発途上地域の90％の子どもた
ちが、すでに初等教育を受けてい
る。 

 

• しかし、高い中退率が、普遍的な
初等教育の達成の障害となり続
けている。  

ターゲット 

2015 年までに、すべての子どもたちが、男女の区別なく、初等
教育の全課程を修了できるようにする。  
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目標4: 幼児死亡率の引き下げ  

• 1990年には1000人あたり90人で
あった幼児死亡率が、2012年に
は48人となった。これは、50％の
減少を意味する。 

 

• 予防可能な疾病が5歳未満の子ど
もたちの主要な死因となっており、
それに対する適切な取り組みが必
要とされている。  

ターゲット 4.A 

1990年から 2015年までに、 5歳未満の幼児死亡率を 3分の2引
き下げる 
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目標5: 妊産婦の健康状態の改善 

• 1990年以降、妊産婦の死亡率は
45％減少したが、一部の地域の
達成状況は目標値に程遠い。  

• 妊産婦の死亡はほとんどが未然
に防げるものであり、妊産婦のケ
アのためにすべきことは多く残さ
れている。 

• 2012年には、開発途上地域にお
いて4000万人の乳児が、医療従
事者の立会いなしに生まれてい
た。  

ターゲット 5.A 

1990年から2015年までに、妊産婦の死亡率を4分の 3引き下げる。 
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目標7: 環境の持続可能性の確保 

• 1990年以来、世界の人口の4分の
1以上が、改善された衛生施設を
使用できるようになった。 

 

• しかし、10億人もの人々が未だに、
屋外排せつを行っている。 

ターゲット 7.C 
2015 年までに、安全な飲料水と基礎的

な衛生施設を持続可能な形で利用でき
ない人々の割合を半減させる。 



開発のためのデータ 

• MDGsの進捗の評価は、開発分野における政策決定を促して
いる。 

 

• MDGsの評価枠組みは、統計処理能力や情報の利用可能性
の改善を支えてきた。 

 

• 開発に関する基本的なデータは、未だに不完全で、効率的に
活用されていない。  

 

• 持続可能なデータ収集が、持続可能な発展には求められてい
る。 



MDG Report 

進捗チャート 

MDGsのウェブサイトとデータベース 

MDGsに関する出版物 
国別進捗表 



THANK  YOU! 
Visit http://mdgs.un.org 


